
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福島 】 

１実践テーマ 【  Ⅰ  】  

２実施対象者 福島県立橘高等学校 

１・２学年 ６００名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合学習 ） 

② 行事名（ オリンピックの歴史と理解  ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 

 そもそも、オリンピックとは何か？ 

 その歴史を学び、来る２０２０東京オリンピック・パラリンピッ

クを楽しむことや、ボランティアを通じて参加することへの意義を

学ぶ。 

 

５ 取組内容  

福島大学人間発達文化学類の蓮沼哲哉先生を招き、本校１・２学

年の生徒６００名を対象として、講演会の形式でオリンピック・パ

ラリンピックについてお話をしていただいた。 

６ 主な成果 

 

 

 生徒にとってオリンピックに参加するということは、競技者が国

を代表して出場するものであるという感覚があったようだ。しかし

講演会を通して、オリンピックの運営には特に多くの人に支えられ

ていることは知識として知り、ボランティアに興味があるという生

徒が多く存在していた。 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

 

生徒たちにとっても身近なオリンピックではあるが、オリンピッ

クの歴史も含めて展開したかったので、オリンピアンよりは研究

者を講師として招いた。そのことを十分理解していただき、講演

を行っていただいた。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育

成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



８主な課題等  

オリンピックにボランティアとして参加できる可能性は十分理解

させることはできたが、実際に応募するなど行動に移せるかどうか

が課題である。 

高校生にとって１年半後ことは２学年にとっては受験生として夏

休みの計画があり、また１学年にしても部活動の試合や合宿等、現

代の高校生は非常に忙しいというのが現状である。 

 

９来年度以降

の実施予定 

 

なし 

 

 

 

 


